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は
じ
め
に 

長
崎
県
で
は
平
成
二
十
年
三
月
に
長
崎
県
マ
グ

ロ
養
殖
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
養

殖
生
産
量
を
年
間
五
百
ト
ン
か
ら
二
千
ト
ン
に
増

や
す
こ
と
を
目
標
に
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
十
三
年
に
は
、

目
標
を
上
回
る
生
産
量
二
千
五
百
ト
ン
（
生
産
額

：
七
十
三
億
円
）
を
達
成
で
き
た
も
の
の
、
一
方

で
、
天
然
ク
ロ
マ
グ
ロ
を
保
護
す
る
た
め
、
平
成

二
十
四
年
十
月
に
未
成
魚
の
漁
獲
の
増
加
に
つ
な

が
る
よ
う
な
養
殖
用
生
簀
の
拡
大
等
を
禁
止
す
る

農
林
水
産
大
臣
の
指
示
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
量
的
な
拡
大
か
ら
、
質
を
向
上
さ
せ
る

養
殖
へ
の
転
換
が
喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
高
品
質
の
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ

の
生
産
を
目
指
す
県
内
養
殖
業
者
の
取
り
組
み
を

広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
長

崎
発
「
旨
い
本
マ
グ
ロ
ま
つ
り
」
（
長
崎
県
ま

ぐ
ろ
養
殖
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
刺
身
品

評
会
（
写
真
）
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、
マ
グ
ロ
の
品
質
は
「
脂
の
乗
り
」
が
重
要
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
総
合
水
産
試
験
場
で
は

品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
マ
グ
ロ
の
脂
肪
量
を
測
定

し
、
品
評
会
で
の
評
価
と
の
関
係
を
調
べ
ま
し
た

の
で
、
今
回
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

刺
身
品
評
会
の
審
査 

刺
身
品
評
会
の
審
査
は
、
流
通
関
係
者
や
行
政

関
係
者
な
ど
の
専
門
審
査
員
八
～
十
二
人
と
一
般

審
査
員
九
～
十
人
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
審

査
内
容
は
腹
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
見
た
目
を
評
価
す
る

外
観
審
査
と
、
食
べ
て
評
価
す
る
試
食
審
査
で
、

専
門
審
査
員
は
外
観
審
査
を
十
点
、
試
食
審
査
は

「
色
」
「
食
感
」
「
味
」
を
各
五
点
で
評
価
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
試
食
部
位
は
年
度
別
に
異
な
り
、

平
成
二
十
四
年
度
、
二
十
五
年
度
は
腹
部
、
平
成

二
十
六
年
度
、
二
十
七
年
度
は
背
部
が
用
い
ら
れ

ま
し
た
。 

 腹
部
お
よ
び
背
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
脂
肪
量
と
評

価
と
の
関
係 

平
成
二
十
四
年
度
と
二
十
五
年
度
の
専
門
審
査

員
に
よ
る
評
価
結
果
と
脂
肪
量
と
の
間
に
一
定
の

相
関
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
般
審
査
員

の
試
食
審
査
で
は
「
漁
連
だ
よ
り
二
三
九
号
」
で

報
告
し
た
よ
う
に
三
十
五
～
四
十
％
程
度
の
脂
肪

量
（
皮
下
脂
肪
込
み
）
の
も
の
が
高
い
評
価
を
得

ま
し
た
。 

平
成
二
十
六
年
度
と
二
十
七
年
度
の
専
門
審
査

写真：刺身品評会の様子 



 

 

員
に
お
け
る
外
観
審
査
で
は
、
脂
肪
量
が
多
い
も

の
の
評
価
が
高
く
、
最
も
脂
肪
量
が
多
い
も
の
は

二
十
八
％
（
皮
下
脂
肪
除
く
）
で
し
た
。
試
食
審

査
（
色
・
食
感
・
味
）
も
脂
肪
量
の
多
い
も
の
が

高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
六

年
度
か
ら
は
県
内
産
マ
グ
ロ
の
背
部
ブ
ロ
ッ
ク
の

脂
肪
量
は
十
五
～
二
十
％
の
範
囲
に
集
中
し
、
違

い
が
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
（
図
一
）
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

試
食
用
刺
身
の
評
価
と
脂
肪
量
と
の
関
係 

ま
た
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
は
試
食
用
に
提

供
さ
れ
る
刺
身
一
枚
当
た
り
の
脂
肪
量
に
つ
い
て

も
測
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
試
食
用
に
提
供

さ
れ
る
刺
身
は
、
一
つ
の
皿
の
中
に
赤
っ
ぽ
い
も

の
か
ら
、
白
っ
ぽ
い
も
の
ま
で
あ
り
、
見
た
目
が

最
も
赤
い
刺
身
（
赤
身
）
と
白
い
刺
身
（
ト
ロ
）

に
つ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
赤
身
の
脂
肪
量
は
三

～
十
％
、
ト
ロ
は
十
一
～
二
十
五
％
で
し
た
。
ま

た
、
ト
ロ
脂
肪
量
か
ら
赤
身
脂
肪
量
を
引
い
た
差

が
最
も
大
き
い
も
の
は
十
八
％
、
差
が
小
さ
い
も

の
で
二
％
と
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
七
年
度
の
専
門
審
査
員
に
よ
る
試

食
審
査
結
果
（
色
・
食
感
・
味
）
は
、
刺
身
の
脂

肪
量
と
の
間
に
有
意
な
関
係
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
ト
ロ
脂
肪
量
と
赤
身
脂
肪
量
の
差
に

つ
い
て
試
食
評
価
を
比
べ
る
と
、
差
が
大
き
い
も

の
程
高
い
評
価
を
受
け
る
傾
向
が
あ
り
ま
し
た

（
図
二
）
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

図二 刺身脂肪量および脂肪量の差と専門審査員

の評価との関係（平成 27 年度） 

図一 背部ブロック脂肪量と専門審査員の評価との関係 
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図一 背部ブロック脂肪量と専門審査員の評価との関係（平成 26,27 年度） 
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色
調
と
評
価
お
よ
び
脂
肪
量
と
の
関
係 

部
位
の
差
に
よ
る
脂
肪
量
の
差
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
赤
と
白
の
色
調
が
評
価
に
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、
刺
身
と
腹
部
ブ
ロ

ッ
ク
の
色
調
に
つ
い
て
も
調
べ
ま
し
た
。
刺
身
（
ト

ロ
）
は
脂
肪
量
が
多
い
ほ
ど
、
ａ
値
（
赤
）
が
高

い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
特
段
、
体
重
と
色

調
と
の
関
係
性
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

腹
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
色
調
と
外
観
審
査
に
お
い
て

は
、
大
ト
ロ
部
分
（
○
）
の 

Ｌ
値
（
白
）
が
低
い

ほ
ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ａ
値
お
よ

び 

ｂ
値
（
青
）
に
傾
向
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
外
観
審
査
で
最
も
高
い
評
価
を
得
た
マ
グ

ロ
の 

ａ
値
、 

ｂ
値
は
他
の
マ
グ
ロ
よ
り
高
い
値

を
示
し
ま
し
た
（
図
三
）
。 

お
わ
り
に 

平
成
二
十
四
年
度
に
出
品
さ
れ
た
県
内
産
養
殖

ク
ロ
マ
グ
ロ
は
脂
が
多
す
ぎ
て
い
た
よ
う
で
す

が
、
平
成
二
十
五
年
度
出
品
の
も
の
は
脂
が
多
す

ぎ
る
も
の
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
六
年

度
か
ら
は
県
内
産
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
脂
肪
量
は

消
費
者
に
好
ま
れ
る
と
こ
ろ
に
近
づ
い
て
き
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
評
価
結
果
を
脂

肪
量
だ
け
で
単
純
に
説
明
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
ま
す
が
、
部
位
ご
と
の
脂
肪
量
の
差
が
大
き
い

も
の
程
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
築
地
で
は
赤
身
と
ト
ロ
の
違
い
が
は

っ
き
り
し
た
も
の
が
高
い
評
価
を
受
け
る
と
聞
き

ま
す
。
築
地
同
様
に
、
部
位
に
よ
り
脂
肪
量
に
濃

淡
が
あ
る
も
の
が
品
評
会
で
は
高
い
評
価
を
受
け

る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
推
察
し
て
い
ま

す
。 平

成
二
十
八
年
十
二
月
に
は
、
全
国
の
市
場
関

係
者
が
専
門
審
査
員
と
な
っ
て
平
成
二
十
八
年
度

の
品
評
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
現
在
、
こ

れ
ら
サ
ン
プ
ル
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
取
組
を
通
じ
、
高
品
質
で
消
費
者
等
の
評
価

が
高
い
養
殖
魚
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
総
合
水
産
試
験
場
水
産
加
工
開
発
指

導
セ
ン
タ
ー
に
は
、
水
産
加
工
品
の
技
術
指
導
を

行
う
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ(

開
放
実
験
室)

が
あ

り
、
水
産
物
の
品
質
向
上
に
取
り
組
む
方
の
た
め
、

魚
類
の
鮮
度
や
品
質
等
に
関
す
る
試
験
に
対
応
で

き
る
機
器
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
何
か
あ
り
ま
し

た
ら
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

（
連
絡
先
：
〇
九
五
‐
八
五
〇
‐
六
三
一
四
） 
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担
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久
保
久
美
子
） 

青 

図三 腹部の色調と専門審査員の外観評価との関係（平成 27 年度） 

○：大トロ部分 
●：魚体中心部分 
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